
環境・省エネルギー化に対応する

熱
処
理
工
業
炉
の
液
化
石
油
ガ
ス
か
ら
天
然
ガ
ス

へ
の
切
り
替
え
作
業

い
す
ゞ
自
動
車
提
供

銅を溶かす工業炉の熱源を利用した熱電発電
ユニット（昭和電線ホールディングス提供）

工業炉と関連機器熱
処
理
工
業
炉
の
燃
料
を
転
換

　
地
球
の
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
主
な
温
室
効
果
ガ
ス

Ｇ
Ｈ
Ｇ

で
あ
る
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
工
業
炉
に
お
い
て
は
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排

出
削
減
対
策
と
し
て
高
性
能
工
業
炉
の
導
入
促
進
や
、
工
業
炉
の
更
新
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
燃
料

転
換
が
進
ん
で
い
る
。
工
業
炉
の
廃
熱
を
電
気
に
転
換
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ

て
い
る
。

熱
電
発
電
の
実
証
実
験
を
展
開

　　 ２０１２年 平成２４年 １月２０日 金曜日 【広告特集】 （ ）

　
地
球
温
暖
化
対
策
が
注
目

さ
れ
る
中
、
廃
熱
の
有
効
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
稼

働
中
の
工
業
炉
の
熱
源
を
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て

利
用
す
る
熱
電
発
電
の
実
証

実
験
が
、
い
く
つ
か
の
企
業

で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
電
線
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
環

境
に
や
さ
し
く
、
経
済
性
の

高
い
酸
化
物
熱
電
変
換
素
子

や
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

年
に
は

昭
和
電
線
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ

ム
の
三
重
事
業
所
の
電
線
製

造
工
程
で
使
用
し
て
い
る
工

業
炉
に
酸
化
物
熱
電
発
電
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
取
り
付
け
、
安

定
的
に
出
力
す
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に

年
の
発
電
実
験

で
は
構
造
を
改
善
し
た
熱
電

発
電
ユ
ニ
ッ
ト
を
同
工
業
炉

に
取
り
付
け
、
出
力
密
度
を

同
社
従
来
比
で
２
・
２
倍
に

高
め
た
。
１
平
方

当
た
り

１
５
０

の
出
力
密
度
と
な

り
、
市
販
の
太
陽
電
池
モ
ジ

ュ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
等
の
性
能

に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
実

験
は

年
１
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、
熱
電
発
電
ユ
ニ
ッ
ト
が

２
５
０
０
時
間
以
上
安
定
し

て
機
能
す
る
こ
と
も
確
認
し

た
。

　

年
度
は
熱
電
発
電
ユ
ニ

ッ
ト
の
サ
ン
プ
ル
出
荷
先
と

し
て
、
６
０
０
―
８
０
０
度

Ｃ
の
廃
熱
が
発
生
す
る
工
業

炉
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　
コ
マ
ツ
は
子
会
社
の
Ｋ
Ｅ

Ｌ
Ｋ
が
製
造
販
売
し
て
い
る

熱
電
発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
、

粟
津
工
場

石
川
県

内
の

建
設
機
械
用
歯
車
の
熱
処
理

で
使
う
工
業
炉
に
取
り
付
け

て
い
る
。

年
１
月
ま
で
に

約
６
０
０
０
時
間
の
実
証
発

電
試
験
を
行
い
、
工
場
内
の

照
明
に
利
用
し
て
い
る
。

　
工
業
炉
は
定
期
的
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
期
間
を
除
き
、
１

日
中
稼
働
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
廃
熱
を
終
日
利
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
安
定
し
て

電
気
を
得
る
こ
と
が
可
能
。

年
の
原
子
力
発
電
所
事
故

を
機
に
、
節
電
対
策
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
中
、
工
業
炉
向
け
熱
電

発
電
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
本
格
導

入
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
陽
日
酸
は

年
８
月
ま
で
に
工
業
炉
向

け
に
窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ

Ｘ

の
発
生
の
少
な
い
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
燃
焼
技
術
を
開
発

し
た
。
酸
素
濃
度
を
高
め
て

燃
焼
効
率
を
上
げ
る
酸
素
富

化
燃
焼
法
を
応
用
。
酸
素
濃

度
を
上
げ
る
と
Ｎ
Ｏ
Ｘ
発
生

量
が
増
え
る
問
題
が
あ
る

が
、
新
技
術
で
は
炉
内
の
酸

素
の
状
態
を
工
夫
し
て
、
燃

焼
効
率
の
向
上
と
Ｎ
Ｏ
Ｘ
発

生
の
抑
制
を
両
立
し
た
。

　
工
業
炉
は
石
油
系
液
体
燃

料
や
ガ
ス
、
電
気
、
石
炭
、

コ
ー
ク
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
大
量
に
消
費
す
る
た
め

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ

の
対
応
が
欠
か
せ
な
い
。

　
工
業
炉
を
用
い
る
鉄
鋼
、

非
鉄
金
属
、
ガ
ラ
ス
製
造
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
産

業
で
は
、
企
業
の
環
境
意
識

の
高
ま
り
か
ら
、
製
造
工
程

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
進
め

て
い
る
。

　
政
府
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
排
出
削

減
に
関
す
る
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
高
性
能
工
業
炉
の
導

入
促
進
や
、
工
業
炉
の
更
新

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

高
性
能
工
業
炉
は
通
常
、
蓄

熱
型
熱
交
換
器
を
内
蔵
し
た

２
台
の
バ
ー
ナ
ー
を
交
互
に

燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
排
ガ
ス

の
熱
を
回
収
し
、
炉
に
吹
き

込
む
空
気
を
高
温
に
予
熱
し

て
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
る
の
が

特
徴
だ
。
素
材
メ
ー
カ
ー
や

鍛
造
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
高

性
能
工
業
炉
を
導
入
し
、
Ｃ

Ｏ
２
の
排
出
量
の
削
減
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
て
い

る
。

　
工
業
炉
の
燃
料
を
、
石
油

や
石
炭
に
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
が
少
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
上
で
も
重
要
視
さ

れ
て
い
る
天
然
ガ
ス
に
変
え

る
動
き
も
あ
る
。

　
い
す
ゞ
自
動
車
は
栃
木
工

場
に
お
い
て
、

年
４
月
に

液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
。
同
年
８

月
に
は
熱
処
理
工
業
炉
の
液

化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

か

ら
の
切
り
替
え
を
実
施
し
、

石
油
系
燃
料
か
ら
、
天
然
ガ

ス
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
計

画
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
転
換
対
象
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
基
準

年
度

―

年
度
平
均

に
対
し
て
約

％
の
削
減
に

な
っ
た
。
同
社
の
生
産
部
門

で
は
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
目
標

「

年
度
ま
で
に
１
９
９
０

年
度
比

％
減
」
を
設
定
。

そ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
活

動
の
一
環
と
し
て
石
油
系
か

ら
天
然
ガ
ス
系
燃
料
へ
の
転

換
推
進
を
実
施
し
た
。


